








マイナンバーカードの健康保険証利用に伴う対応について
資料１

被保険者証

資格確認書

マイナンバーカード

R6.12.2 R7.8.1

医療機関等での資格確認方法

交付は１２/1まで

１年更新（8/1更新）

マイナンバーカードの健康保険証利用に伴う対応 国民健康保険条例の改正

• 令和６年１２月２日、改正国民健康保険法が施行

された。

• 被保険者証の交付は12月1日で終了となった。

• 12月2日時点で交付済みの被保険者証は（資格

があれば）有効期限まで使用できる。

• 被保険者証利用登録をしたマイナンバーカードが

ない被保険者には、資格確認書を交付する。

• 国民健康保険法の改正により、被保険者証の返

還に関する規定がなくなった。

• ９月定例会で戸田市国民健康保険条例の改正を

行った。

• 改正内容は、被保険者証の返還に応じない者に

対する罰則の削除

• 施行期日は、令和６年１２月２日（改正国民健康保

険法の施行日）
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資料２ 

赤字削減・解消計画の変更について 
 

◎国保財政の現状 

 国民健康保険の財政を安定的に運営していくためには、必要な支出は、原則として国民

健康保険税や国・県からの交付金で賄うことにより、国民健康保険特別会計の収支を均衡

させることが必要となります。しかしながら、実際には、支出が収入を上回っており、そ

の補填を目的とした一般会計からの法定外繰入（≒赤字）が行われている現状があります。 
 

◎赤字削減・解消計画 

 市町村は、国民健康保険特別会計における財政収支の改善に係る検討を行うとともに、

赤字の要因分析により必要な対策を整理することが求められており、市町村ごとの赤字の

解消又は削減の目標年次及び赤字解消に向けた取組を定めたものです。 
 

◎これまでの経緯 

 

年度 内容 

平成 30 年度 平成３０年度から令和５年度までの６か年計画を策定 

令和元年度   

令和２年度 令和５年度までに赤字を完全解消する計画に変更     

令和３年度   

令和４年度   

令和５年度 計画未達成（約５億円の残存赤字）         【別紙 1】 

令和６年度 残存赤字を令和８年度までに完全解消する計画に変更 【別紙 2】 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解消すべき赤字 1,563,405 千円に対して、 

1,063,348 千円の解消にとどまり、500,057 千円分の赤字が残存 

別紙１ 令和５年度末時点での赤字削減・解消の状況 

「赤字削減額」の算出方法 

前年度の法定外繰入金－当該年度の法定外繰入金 



 

残存した赤字である 500,057 千円を令和 8年度までに解消すべく 

計画を変更（≒延長） 

別紙２ 変更後の赤字削減・解消計画 


